
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成29年度決算）
京都府　洛南病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 精神科病院 精神病院 非設置 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 1 - - 臨 256 - 256

-

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 病院事業（洛南病院）では京都府南部精神科医療
圏の中で、基幹病院として民間病院では受入れ困
難な患者を24時間体制で精神科救急を受入れ、精
神科医療の砦としての役割を担っています。
洛南病院に設置している京都府こころのケアセン
ターにおいて、専門医療に係る地域医療機関等と
の連絡会議等を設置し、様々な課題調整等を行っ
ています。

2,563,152 10,894 非該当 １５：１ - -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率が平均値を下回っており、②医業
収支比率が平均値を上回っている状況であり、一
般会計からの繰入金の差が経常収支比率の不足分
であることが確認できる。この状況について、平
成29年度以降から繰出し手法を見直したことによ
り一定改善しましたが、収入見込の減により平均
値を若干下回っております。
④病床利用率は前年から大きく減少し平均値も下
回っている状況です。これは短期集中治療や長期
入院患者の計画的な退院促進を行っており、その
結果⑤入院患者の1人1日当たりの収益は上がって
おります。
⑦職員給与費対医業収益比率が平均を上回ってい
る状況は、退職給与引当金を計上しておらず、退
職時に費用計上していることが要因であります。
⑧材料費対医業収益比率は、計画的な退院促進や
院内処方が高いことで、平均値より高い状況が続
いています。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

74.0当該値 97.8 96.5 94.2 95.8 99.9 当該値 76.2 77.6

18,913 19,899

73.5 65.9

平均値 100.0 101.3 101.1 101.2 100.9 平均値

226.8 227.3 243.6 当該値 76.7 77.073.6 78.1 71.0 当該値 224.8 222.2

74.2 73.4 72.3

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

153.3 145.3 184.4 163.2 179.0 平均値69.6 69.1 69.8 69.4 68.9 平均値 73.6 74.8

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率が高まってきており、
老朽化が確認できます。このことから、現在、施
設再整備を計画的に実施できるよう事務を進めて
いるところであります。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

19,795 20,395

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 8,812 8,588 8,536 8,502 8,54220,681 21,037

11.1当該値 93.2 90.3 97.6 89.6 99.5

平均値 18,742

当該値 11.9 11.5当該値 7,946 8,024 8,143 8,078 8,19920,765 22,605 12.0 11.7当該値 18,637

全体総括

平均値 9.9 9.0 8.4 8.1 8.1平均値 84.5 84.4 84.6 85.6 86.5

H27 H28 H29

　洛南病院は、施設の老朽化が喫緊の課題となっ
ており、現在、再整備に向けて、病床数や病床機
能の検討を進め、平成３１年度に基本設計を行う
予定です。
　再整備後は更なる改善ができるよう取り組んで
参ります。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

20,547,293 20,553,289 20,634,961

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 23,558,262 24,879,291 26,363,375 26,996,532

当該値 65.1 67.0 68.3 69.9 70.3

H29 H25 H26

当該値 20,647,363 20,476,480当該値 48.8 58.0 63.2 70.6 77.1

27,577,179平均値 52.4 59.8 61.8 66.3 70.0平均値 39.0 43.7 44.3 46.7 48.4
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④病床利用率(％) 
【74.8】 
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③累積欠損金比率(％) 
【64.7】 
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②医業収支比率(％) 
【89.7】 
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①経常収支比率(％) 
【98.5】 
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①有形固定資産減価償却率(％) 
【51.6】 
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②器械備品減価償却率(％) 
【67.6】 
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③１床当たり有形固定資産(円) 
【45,442,498】 
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⑧材料費対医業収益比率(％) 

【24.3】 
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⑦職員給与費対医業収益比率(％) 
【55.0】 
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円) 

【14,202】 
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円) 

【50,718】 


